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今回の主な内容 
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この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 
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対馬市社会福祉協議会の平成１９年３月３１日現在の資産等の状況は 

　◎資 産 総 額　３４５，４９７千円（前年度：３５９，３５７千円） 
　◎負 債 総 額　１６０，５２８千円（前年度：１５６，７３５千円） 
　◎純財産総額　１８４，９６６千円（前年度：２０２，１５９千円） 
で、内訳は次のとおりです。 

立替金：185千円 

前払金：741千円 

仮払金：16千円 

基本財産特定預金：6,100千円 

建物：2,956千円 

商品・製品：877千円 

土　地：6,601千円 

権　利：881千円 

器具及び備品：3,935千円 

車両運搬具：5,751千円 

善意銀行積立預金：83,897千円 

欠損補填積立預金：722千円 
祭壇事業積立預金：2,020千円 
事業運営積立預金：15,001千円 

現　金：79千円 

預貯金：55,478千円 

貸付事業貸付金：7,672千円 退職共済預け金：128,136千円 

未収金：24,449千円 資産総額：345,497千円 
資　産　内　訳 

未払金：16,782千円 

預り金：3,619千円 

退職給与引当金：140,127千円 

負債総額：160,528千円 
負　債　内　訳 

純財産総額：184,966千円 
純 財 産 内 訳  

基本金：6,100千円 

国庫補助金等特別積立金：2,177千円 

次期繰越金：56,442千円 

事業運営積立金：15,001千円 

祭壇事業積立金：2,020千円 

福祉資金欠損補填積立金：722千円 
福祉資金積立金：18,607千円 

善意銀行積立基金：83,897千円 

●資産・負債・純財産の状況 
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この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 

決算報告 決算報告 平成18年度 

　平成１８年度中の対馬市社会福祉協議会の収入及び支出はそれぞれ４４８，７２３千円で収入の主なものは
補助金収入１２８，０５２千円（２８．５％）、介護保険収入１１８，６３１千円（２６．４％）、となっており、受託
金収入から利用料収入までを合計した事業収入は１７１，２３２千円で全体の３８％となっております。 
　また、支出の主なものは人件費が２４４，２２０千円で全体の５４．４％を占め、続いて事業費６５，４１４千
円（１４．６％）、事務費２３，６９８千円（５．３％）となっております。 
　皆様から頂きました会費２，８４９千円は、ボランティアセンター事業へ１，３４７千円、地域福祉活動推進事
業へ１，３５１千円活用させていただきました。また、皆様方から善意で頂きました寄付金４，８０７千円は寄付
金お礼など必要経費を除いた４，４３９千円を善意銀行基金として、積立を行っています。 

収入総額：448,723千円 
収　入　内　訳 

会費収入：2,849千円 

寄付金収入：4,807千円 

経常経費補助金収入：128,052千円 

助成金収入：906千円 
受託金収入：25,724千円 

事業収入：12,491千円 

共同募金配分金収入：7,536千円 
負担金収入：26,777千円 

前期繰越金：77,710千円 

繰入金収入：34,241千円 

預金利息：145千円 

積立預金取崩収入：1,607千円 

基金取崩収入：740千円 

雑収入：563千円 

利用料収入：5,944千円 

介護保険収入：118,631

支出総額：448,723千円 
目的別　支出内訳 次期繰越金：56,442千円 

積立金積立額：1,155千円 

固定資産処分損：13千円 

繰入金支出：34,241千円 

引当金繰入：11,512千円 

減価償却費：6,346千円 

基金組入額：4,440千円 

負担金支出：342千円 

助成金支出900千円 

事業費支出：65,414千円 事務費支出：23,698千円 

人件費支出：244,220千円 

支出総額：448,723千円 
事業別　支出内訳 

シルバー人材センター事業：10,442千円 

介護保険事業：191,130千円 

障害福祉サービス事業：8,331千円 
市受託事業：17,579千円 

県社協受託事業：4,899千円 共同募金配分金事業：8,102千円 福祉資金貸付事業：727千円 
善意銀行積立事業：10,429千円 
地域福祉活動推進事業：1,465千円 

ボランティアセンター事業： 
　　　　　　　　1,747千円 

法人運営事業：184,851千円 

祭壇事業貸付事業：9,021千円 

●収支の状況 
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この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 

共同募金 
　今年も１０月１日から１２月３１日まで「共同募金 

運動」が、全国一斉に始まります。 

　毎年、共同募金運動には、市民の皆様より多額の寄 

付金をお寄せいただき、心より御礼申し上げます。 

　寄せられました寄付金は、各種福祉サービス事業、 

民間社会福祉施設の整備、社会福祉団体の活動資金な 

どに配分されました。 

　本年度も、様々な方法で共同募金運動が展開されま 

すので、これまで以上に充実した地域福祉を推進して 

いくために、今年もなお一層のご理解とご協力を賜り 

ますようよろしくお願いいたします。 

あなたの募金があなたのまちの福祉を支えています 

対馬市の目標額  ６，２８２，０００円 

www . a k a i h a n e . o r . j p ●赤い羽根データベース『はねっと』をご覧ください。 
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この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 

    

　
去
る
８
月
18
日（
土
）、
豊
玉
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
お
き
ま
し
て
、

お
ひ
さ
ま
ら
ん
ど
「
ち
び
っ
こ
ま
つ

り
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
近
年
、
子
ど
も
と

家
庭
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
乳
幼
児
を
育
て
て

お
ら
れ
る
方
々
に
、
少
し
で
も
育
児

の
不
安
を
解
消
し
、
子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
と
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
、
地
域
の
力
で
、
子
育
て
家
庭
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
こ
な
っ
て
い
る
「
お
ひ
さ
ま
ら
ん

ど
事
業
」
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。 

　
当
日
は
、
対
馬
市
商
工
会
青
年
部

豊
玉
支
部
・
女
性
部
豊
玉
支
部
、
社

会
福
祉
法
人
　
幸
生
会
、
豊
玉
高
校
、

豊
玉
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
よ
り
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
約

70
名
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
残
暑
の
厳
し
い
中
、
会
場
に
は
予 

       

    

想
を
上
回
る
約
５
０
０
名
も
の
ち
び

っ
こ
達
が
集
ま
り
、
は
い
は
い
レ
ー

ス
、
く
つ
と
ば
し
競
争
、
ジ
ュ
ー
ス

早
飲
み
競
争
な
ど
各
種
ゲ
ー
ム
や
抽

選
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
大
き

な
歓
声
や
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。 

　
ま
た
会
場
内
で
は
、
24
時
間
チ
ャ

リ
テ
ィ
募
金
活
動
も
実
施
さ
れ
、
皆

様
か
ら
多
く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

目の前が気になります 

じゃーん　けーん　ぽーん!!

２４時間テレビチャリティ募金も実施しました 

やっぱりコーラの早飲みはキツイ… 

    

　
去
る
６
月
26
日（
火
）、
美
津
島
町

知
の
対
馬
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い

て
、
第
４
回
目
の
対
馬
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
当
日
は
、
各
地
区
よ
り
選
抜
さ
れ

た
７
チ
ー
ム
で
、
終
日
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
尚
、
決
勝
戦
は
、
美
津
島
チ
ー
ム

と
上
県
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
、
接

戦
し
た
試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、

結
果
９
対
８
で
見
事
、
美
津
島
チ
ー

ム
が
接
戦
を
制
し
、
優
勝
の
栄
冠
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

中
学
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

学
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ 

中
学
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ 

対
馬
市
身
体
障
害
者 

福
祉
協
会
連
合
会 

第
４
回 

平
成
19
年
度 

【
成
績
結
果
】 

優
　
勝
　
美
津
島
チ
ー
ム 

準
優
勝
　
上
県
チ
ー
ム 

３
　
位
　
豊
玉
Ｂ
チ
ー
ム 

              

　
８
月
７
日
〜
８
日
の
２
日
間
、
対

馬
青
年
の
家
に
お
き
ま
し
て
、
中
学

生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
開
催
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
福
祉
に
関
す
る
理

解
と
関
心
を
深
め
る
事
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、
本
年
度
は
対
馬
市
内
よ
り

中
学
生
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
初
め
は
、
初
め
て
会
う
他
校
の
生

徒
と
な
か
な
か
打
ち
解
け
ら
れ
な
い

様
子
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
、
野
外
炊
飯
な
ど
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
体
験
に
取
り
組
む
う
ち
に
、

次
第
に
打
ち
解
け
、
仲
良
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

　
２
日
目
は
、
施
設
体
験
で
あ
ゆ
み

園
に
行
き
、
日
ご
ろ
か
ら
さ
れ
て
い

る
作
業
を
体
験
、
午
後
か
ら
は
、
利

用
者
の
方
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

し
ま
し
た
。 

　
本
年
度
で
３
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
、
こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
し
た

が
、
１
泊
２
日
に
渡
り
生
徒
た
ち
は
、

仲
間
と
協
力
し
、
様
々
な
体
験
に
取

り
組
み
、
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 あゆみ園で実際に作業を体験しました このあとおいしいカレーが出来ました!! 少々不安そうです 

見事優勝!  美津島チームの皆さん 



　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資
格
を
取

得
さ
れ
た
14
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
障
害
を
も
っ
て
お
ら
れ
る

方
や
、
高
齢
者
の
方
で
介
護
保
険
で

は
支
援
出
来
な
い
軽
度
の
生
活
支
援

（
草
取
り
、
障
子
張
り
、
掃
除
、
見

守
り
、
話
し
相
手
等
）
を
、
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

  
　
去
る
、
７
月
21
日（
土
）、
豊
玉
町

文
化
会
館
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
講
座
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加
を
こ
れ
か
ら
希
望
す
る

方
や
、
ま
た
活
動
を
始
め
た
ば
か
り

の
方
を
対
象
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
基
礎
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、

実
践
発
表
、
情
報
交
換
な
ど
を
通
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
理

解
促
進
と
参
加
者
の
実
践
活
動
へ
の

き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、
本
会
が
県

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
と
共
催
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
講
師
に
県
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
岩
永
秀

徳
所
長
を
迎
え
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
や
基
本
的
な
心

が
ま
え
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
代
表

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
対
馬
郷
宿
の
鼻
崎

氏
及
び
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
応
援
団
の

玖
須
氏
よ
り
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
の
発
表
に
も
皆
さ
ん
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
、
活
動
の
素
晴
ら
し

さ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
情
報
交
換
会
を
参
加
者
全

員
で
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施

し
、
講
座
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、 

こ
の
入
門
講
座
を
と
お
し
て
、
ボ
ラ 

  

ン
テ
ィ
ア
実
践
活
動
へ
の
き
っ
か
け

づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

                      

　
去
る
、
７
月
19
日
、
上
対
馬
町
総

合
運
動
公
園
（
多
目
的
広
場
）
に
お

い
て
、
市
老
連
上
対
馬
支
部
主
催
で

「
第
１
回
対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
上
対

馬
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
愛
好
者
の
増
加
に
伴
い
老
人
ク

ラ
ブ
で
の
独
自
の
大
会
を
企
画
し
ま

し
た
。 

　
31
チ
ー
ム
（
93
名
）
の
参
加
を
得

て
、
白
熱
の
中
に
も
笑
い
あ
り
、
歓

声
あ
り
、
た
め
息
あ
り
の
プ
レ
ー
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
７
月
の
開
催

で
暑
さ
も
あ
り
、
ま
た
、
午
前
中
２

回
（
16
ホ
ー
ル
）
、
午
後
か
ら
２
回

（
16
ホ
ー
ル
）
を
プ
レ
イ
し
ま
し
た

の
で
、
４
回
目
と
も
な
る
と
、
皆
さ

ん
、
疲
れ
た
様
子
で
し
た
。 

　
来
年
の
第
２
回
大
会
は
涼
し
い
時

期
を
考
え
て
計
画
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
会
員
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

６ 

この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 

   

　
５
月
中
旬
に
志
多
賀
の 

利
用
者
さ
ん
よ
り
お
電
話
に
て
「
私

は
膝
が
痛
く
て
思
う
よ
う
に
動
け
ん

け
、
庭
の
草
取
り
を
一
緒
に
手
伝
っ

て
く
れ
ん
ね
？
」
と
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
６
月
10
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り
の
会
員
３
名
と

社
協
職
員
で
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
で
暑
く
な
く
ち
ょ
う

ど
よ
い
草
取
り
日
和
で
し
た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ

り
の
方
、
社
協
職
員
、
み
な
や
り
終

え
た
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

除
草
活
動

除
草
活
動 

除
草
活
動 

参加者からの熱心な意見交換 岩永所長からの講義 

よ～く狙って!!成績が気になります 団体の部 優勝 大浦ひやみずＡチームの皆さん 

対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
上
対
馬
支
部 

第
１
回 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り 

【
成
績
一
覧
】 

■
団
体
の
部 

優
　
勝
　
大
浦
ひ
や
み
ず
Ａ
チ
ー
ム 

準
優
勝
　
豊
Ｃ
チ
ー
ム 

３
　
位
　
長
命
会
Ａ
チ
ー
ム 

■
個
人
の
部 

優
　
勝
　
須
川
那
津
子 

準
優
勝
　
原
　
　
　
誠 

３
　
位
　
庄
司
　
依
子 

（
豊
Ｃ
チ
ー
ム
） 

（
福
寿
会
Ａ
チ
ー
ム
） 

（
大
浦
ひ
や
み
ず
Ａ
チ
ー
ム
） 

庭もキレイになりました 



   

▼
武
　
本
　
　
　
正
（
大
　
増
） 

　
　
　（
亡
・
武
　
本
　
勝
　
實
） 

▼
平
　
間
　
シ
ホ
子
（
　
琴
　
） 

　
　
　（
亡
・
平
　
間
　
よ
し
子
） 

▼
安
心
院
　
一
　
生
（
西
　
泊
） 

　
　
　（
亡
・
安
心
院
　
精
　
一
） 

▼
古
　
藤
　
繁
　
実
（
五
根
緒
） 

　
　
　（
亡
・
古
　
藤
　
セ
　
イ
） 

▼
庄
　
司
　
嘉
　
博
（
　
琴
　
） 

　
　
　（
亡
・
庄
　
司
　
政
　
枝
） 

▼
平
　
間
　
孝
　
治
（
岡
山
県
） 

　
　
　（
亡
・
平
　
間
　
ト
　
メ
） 

▼
吉
　
副
　
美
　
秋
（
　
琴
　
） 

　
　
　（
亡
・
吉
　
副
　
千
枝
子
） 

▼
白
　
石
　
義
　
枝
（
一
　
重
） 

　
　
　（
亡
・
白
　
石
　
清
　
市
） 

▼
阿
比
留
　
長
　
生
（
河
　
内
） 

　
　
　（
亡
・
阿
比
留
　
ハ
ル
エ
） 

   
▼
武
　
田
　
暢
　
博
（
佐
須
奈
） 

　
　
　（
亡
・
武
　
田
　
ト
　
メ
） 

▼
島
　
本
　
保
　
守
（
佐
　
護
） 

　
　
　（
亡
・
島
　
本
　
久
美
子
） 

▼
杉
　
村
　
文
　
広
（
樫
　
滝
） 

　
　
　（
亡
・
杉
　
村
　
亮
　
吉
） 

▼
川
　
本
　
歳
　
久
（
樫
　
滝
） 

　
　
　（
亡
・
川
　
本
　
久
　
子
） 

  

▼
阿
比
留
　
三
千
吉
（
三
　
根
） 

　
　
　（
亡
・
阿
比
留
　
シ
　
ズ
） 

▼
岩
　
佐
　
征
　
利
（
諫
早
市
） 

　
　
　（
亡
・
小
　
川
　
　
　
守
） 

▼
永
　
留
　
秀
　
幸
（
三
　
根
） 

　
　
　（
亡
・
永
　
留
　
春
　
雄
） 

▼
永
　
留
　
　
　
誠
（
佐
　
賀
） 

　
　
　（
亡
・
永
　
留
　
ミ
ヨ
子
） 

   

▼
中
　
島
　
武
　
夫
（
和
　
板
） 

　
　
　（
亡
・
中
　
島
　
百
合
子
） 

▼
原
　
田
　
武
　
文
（
千
尋
藻
） 

　
　
　（
亡
・
原
　
田
　
友
　
子
） 

▼
古
　
藤
　
利
　
紀
（
　
曽
　
） 

　
　
　（
亡
・
古
　
藤
　
清
　
助
） 

▼
藤
　

喜
代
美
（
美
津
島
町
尾
崎
） 

　
　
　（
亡
・
藤
　
　
　
テ
ル
エ
） 

▼
中
　
元
　
和
　
幸
（
小
　
綱
） 

　
　
　（
亡
・
中
　
元
　
郁
　
子
） 

▼
吉

田

誠

志
（
長
崎
市
平
野
町
） 

　
　
　（
亡
・
吉
　
田
　
セ
　
ン
） 

▼
犬
　
束
　
信
　
子
（
佐
志
賀
） 

　
　
　（
亡
・
犬
　
束
　
幾
　
俊
） 

  

▼
神
　
宮
　
俊
　
之
（

　
知
） 

　
　
　（
亡
・
神
　
宮
　
　
　
司
） 

 

▼
上

迫

竜

治
（
福
岡
県
久
留
米
市
） 

　
　
　（
亡
・
上
　
迫
　
昭
　
信
） 

▼
齋
　
藤
　
義
　
明
（
鴨
居
瀬
） 

　
　
　（
亡
・
中
　
島
　
カ
　
ツ
） 

▼
吉

野

一

枝
（
福
岡
県
福
岡
市
） 

　
　
　（
亡
・
植
　
木
　
初
　
子
） 

  

▼
小
　
島
　
勇
　
司
（
国
　
分
） 

　
　
　（
亡
・
小
　
島
　
芳
　
子
） 

▼
佐
　
伯
　
シ
ヅ
エ
（
桟
　
原
） 

　
　
　（
亡
・
佐
　
伯
　
榮
　
一
） 

▼
仁

禮

ツ
ハ
子（
美
津
島
町

知
） 

　
　
　（
亡
・
仁
　
禮
　
良
　
二
） 

▼
副
　
島
　
久
　
子
（
田
　
渕
） 

　
　
　（
亡
・
副
　
島
　
道
　
大
） 

▼
小
　
森
　
勝
　
博
（
豆
　
酘
） 

　
　
　（
亡
・
小
　
森
　
己
差
子
） 

▼
植
　
村
　
寛
　
応
（
南
　
室
） 

　
　
　（
亡
・
植
　
村
　
満
　
子
） 

 

▼
内
　
山
　
文
　
男
（
内
　
山
） 

　
　
　（
亡
・
内
　
山
　
末
　
吉
） 

▼
安
　
野
　
幸
　
範
（
西
　
里
） 

　
　
　（
亡
・
安
　
野
　
登
喜
子
） 

▼
久
　
和
　
義
　
和
（
豆
酘
瀬
） 

　
　
　（
亡
・
久
　
和
　
傳
　
吾
） 

▼
黒
　
岩
　
秀
　
信
（
桟
　
原
） 

　
　
　（
亡
・
黒
　
岩
　
マ
　
チ
） 

▼
内
　
田
　
源
　
寿
（
天
道
茂
） 

　
　
　（
亡
・
内
　
田
　
恵
　
子
） 

▼
竹
　
岡
　
　
　
勲
（
豆
　
酘
） 

　
　
　（
亡
・
竹
　
岡
　
タ
　
ネ
） 

▼
荒
　
木
　
幾
　
喜
（
日
　
吉
） 

　
　
　（
亡
・
荒
　
木
　
芳
　
子
） 

▼
美
佐
保
　
志
津
子
（
小
茂
田
） 

　
　
　（
亡
・
美
佐
保
　
　
　
翼
） 

▼
中
　
山
　
俊
　
郎
（
田
　
渕
） 

　
　
　（
亡
・
中
山
　
須
美
子
） 

▼
長
　
瀬
　
雅
　
彦
（
日
　
吉
） 

　
　
　（
亡
・
長
　
瀬
　
美
惠
子
） 

７ 

　
社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
心
温
ま
る
善
意
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
こ
こ
に
、
ご
芳
名（
敬
称
略
）を
掲
載
し
、
謹
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福 

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
等
は
、
各
種
福
祉
事
業
や
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
の
た 

め
に
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　（
平
成
19
年
５
月
１
日
〜
平
成
19
年
７
月
31
日
分
） 

この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 



対
馬
市
社
協
だ
よ
り  N

o
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社
会
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祉
法
人 

対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
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８
１
７
‐
１
２
０
１
　
長
崎
県
対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
９
４
‐
５
　
平
成
19
年
９
月
発
行 
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この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 

■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。 

※相談の時間は午後１時～午後４時（１人30分） 
※相談を希望される方は必ず事前（前日の午後４時まで）に予約をお願いします。 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27

10月１日 

15日 

31日 

11月５日 

12日 

19日 

28日 

12月３日 

12日 

17日 

月 

月 

水 

月 

月 

月 

水 

月 

水 

月 

岩橋　英世 

山内　良輝 

廣部　俊介 

津田　聰夫 

今泉　　忠 

羽田野節夫 

廣部　俊介 

山内　良輝 

廣部　俊介 

岩橋　英世 

対馬市総合福祉保健センター 

対馬市交流センター 

上対馬町地域福祉センター 

対馬市総合福祉保健センター 

対馬市交流センター 

対馬市総合福祉保健センター 

峰町保健福祉センター 

対馬市交流センター 

上県町地域福祉センター 

対馬市総合福祉保健センター 

九州弁護士会連合会 

九州弁護士会連合会 

ひまわり基金法律事務所 

九州弁護士会連合会 

九州弁護士会連合会 

九州弁護士会連合会 

ひまわり基金法律事務所 

九州弁護士会連合会 

ひまわり基金法律事務所 

九州弁護士会連合会 

無料法律相談開催予定 今後の 

（１０～１２月分） 

　当該事業は、合併前より峰町において実施致
してまいりましたが、ここ数年は、利用頻度が
年間１０件にも満たない状況となっており、併
せて霊柩車の老朽化や維持管理費の問題等の理
由により、平成１９年１０月末をもって、事業
を廃止するよう決定致しました。市民の皆様に
はご不便をおかけ致しますが、ご理解と変わら
ぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

　先日、幼児・小学生を対象にしたイベント

を行った。「じゃんけんゲーム」「はいはいレ

ース」等、内容は、まさに子ども中心であった。 

　子どもよりも父親・母親が一生懸命にな

っている場面も見受けられた。 

　そこには笑顔がいっぱいあった。 

それは一等賞を勝ち取った笑顔では 

なく、親子で熱中した笑顔だった。 

　最近、幼児虐待・育児放棄・家族希薄など、

毎日のように報道されているが少なくとも、

この会場には笑顔があった。笑い・楽しみ・泣き・悔

しがる、喜怒哀楽が見えた。表情が豊かだった。 

　関係スタッフの企画、準備は相当の仕事量だった

と思う。でも、その仕事量をも、跳ね返すだけの笑顔

があった。 

　わずか２時間だけのイベントだったけど、大きな

歓声と多くの笑顔。 

自然と涙が出た。けっして汗では無かった。 

　このようなイベントを今後も続けて行こう。 

笑顔が勇気をくれる。 

　私にとっての「人生が変わる瞬間（とき）」だった。 

～子どもの笑顔に助けられ～ 

０９２０‐５８‐１４３２ 
０９２０‐５８‐１１８３ 
tsushima-syakyo@oregano.ocn.ne.jp

T E L 

F A X 

E-mail

■連絡先 

社協に対する質問・疑問等どんな事でも 
結構ですので、下記宛にご連絡ください。 

霊柩車無料貸し出し事業 
廃止のお知らせ 

霊柩車無料貸し出し事業 
廃止のお知らせ 

回 曜日 弁護士 会　　　場 月　日 


